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第一章　緒 論

鉤 虫症 に於 て好 酸球増 多を起 す こ とは 周知

の事 に してBrehautは 患者40例 の雫 均 好 酸

球10%, Bucklerは10.4-53.6%, Boycott

は患 者148例 に於 て3-73%,平 均18.2%,

本 邦 に於 ては 中川 は23例 の平 均11.4%,堀

越,村 野 は50例 の干 均14.3%,当 教 室 の藤

田 は121例 中好 酸球7-19%の もの36.4%,

 20%以 上 の もの24.7%な りと報 告 せ り.

以上の外,臨 床的に好酸球増 多を認めた る

もの枚挙 に遑 あらず.一 般 に10-20%の も

の最 も多 し.然 るに糞便中に可成 りの虫卵を

認めた るに拘 らず何等好酸球増 多を呈せ ざる

もの或 は同一例に於 て多大 の移動 を示 すこと

もあ り.即 ち好酸球増多の強弱度は虫体寄生

の多少及び其 の経過 の長短に よ りて一定せざ

るが如 し.

又貧 血と好酸球増多が常に竝行 して進 む こ

とな きは屡 々報告せ られ し所に して重症貧血

あるに拘 らず好酸球増 多なき例 もあ り,反 対

に好酸球あ るに拘 らず貧 血なき事 あるも認め

られたる所 な り.

鉤虫に因る好酸球増多の実験的研究 として

は鈴木,本 間,高 村,石 原等 の研究あ り.鈴

木は仔虫結節に於て仔虫死滅后 は本細胞が漸

次消散す る事実 よ り虫体 の新陳代謝物 によ り

好酸球増 多を起 す と謂ふに反 し,本 間は諸種

寄生虫を組織内に移植 し,虫 体 に好酸球に対

し一種 の陽性剌戟物質 を有 し好酸球 を誘引す

る ものに して,同 時 に造 血臟 器な る骨髓 に剌

戟 を与へ以 て本細胞の増加 を来す もので,好

酸球 を惹起す る物質 は虫体 内異種蛋 白質 な り

と主張せ り.又 石原は成虫体成分を海〓 に注

射し好酸球増多を認め,更 に著明に好酸球増

多 の起つて居 る海〓 血清を他 の海〓 血清に注

射 し本細胞 の増多を認め,そ の原因は虫体成

分 の直接 剌戟があ るとして も其 の外に更に血

清中に産生せ らるる特種能動性 の好酸球増多

性物質に因 るものな りとせ り.

斯 くの如 く鉤虫に よる好酸球 の発生機転並

びに好 酸球増多 と貧血 とが同一原因により起

るかは今後 の研究に由らざれば決定する能は

ざ る所な り.

余は先 に北山教授御示唆 の下に鉤虫性貧血

の研究を行ひ虫体 自体内に含有せらるる貧血

毒素は類脂肪様物質 なるを報告せ り.そ こで

引継 き好酸球増 多物質 と催貧血性物質 との差

同問題に就 きて究 明せん とし本 実 験 を行へ

り.

第二章　實 驗 方 法

1). 実験動物　 体 重350瓦 内外の健康な海

〓 を用ひ,実 験 に先 だち検 血上好酸球増多な

きものを厳重なる監督の下 に一定の食餌を以

て飼養 した るものを使用 し,実 験中は食飼を

中絶せ り.

2) 血液検 査　血色素量,赤 血球数及び白

血球数 の算定は従来の報告に於けると同方法

に よ り行へ り.血 液 塗沫標本は メタノールで

固定 し,ギ ムザ氏 液で染 色した るものに就い

て白血球500個 を数へ各種細胞の百分比を算

出 し特 に好酸球は白血球総数 と其%と の積を

以 て実数 と看做 した り.

3) 実験材料　 使用せ る鉤虫は本症患者の

駆虫に よ り得た るものを用ひた り.仔 虫は本
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症患者糞 便を瓦培養に より培養 し10日 目の成

熟仔虫を使用せ り.

第三章　實 驗 成 績

第一節　乾燥鉤虫乳剤を注射せる場合

鉤虫を室温乾燥後本虫4雙 に対 し生理的食

塩水1.0竓 を加え乳剤を作 製 し之を体重100

瓦に対 し0.1竓 の割に静脈内に注射せ り.(第

1図 の如 し.)

第1図　 乾燥鉤虫乳剤を注射せる場合

赤血球 はNo. 1, No. 2何 れ も4時 間 目に最

高度 の減 少を示 し,其 の 程 度 は2例 とも約

110万 な り.

血色素量は略 々赤血 球 曲線 に竝 行 し, 4時

間 目に最 高 度 の減 少を 示 せ り.そ の 程 度 は

No. 1は9%, No. 2は10%な り.

白血球数は2例 とも一時減 少を示 した る后

著明な不定の増多を示せ り.

好 酸 球は第1表 の如 く何 れ も増 多 が 起 り

No. 1は15分 后 よ り60分 后 迄 , No. 2は15

分后 よ り4時 間 后 迄 持 続せ り.其 の最 高 度

の増多はNo . 1は60分 后 に930の 増 多を,

 No. 2は30分 后 に857の 増 多を示 せ り.

第2図　 アル コール浸漬後 の抽出残渣

乳剤を注射せ る場 合

第1表　 乾燥鉤虫乳剤を注射せる

場 合の好酸球絶体数

第二節　 アル コール浸漬 后の鉤虫を

使用せ る場 合

使用せ る鉤虫 は純 アル コール5.0竓 に対 し

本 虫20雙 の割 に6ヶ 月間 浸 漬 貯蔵 せ る もの

を 用ひた り.

上記浸漬液を濾紙にて濾過 し,虫 体 と濾液

とに分ち虫体4雙 に対 し生理 的食塩水1.0竓

を加 へ抽出残渣乳剤を作 製せ り.濾 液 は減 圧

乾燥 し,前 量の1/5量 の生理 的 食塩水を加へ

「エキ ス」乳剤 とせ り.

第一項　抽出残渣乳剤を注射せる場合

抽 出残渣乳剤を体重100瓦 に対 し0.1竓 の

割に静脈内に注射せ り.(第2図 の如 し.)

赤血球数 は2例 とも4時 間 目に減 少を認め

たるも其 の減 少 度 著 しか らず.そ の程 度 は
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No. 4は 約65万, No. 5は 約50万 な り.

血色素量 は略 々赤血球 曲線に竝行 し, 4時

間 目に2例 とも4%の 減 少を示せ り.

白血球数は2例 とも一時軽度 の減 少后著明

な増多を示せ り.そ の曲線は不定な り.

第3図　 アル コール浸漬後 の抽 出エキス

乳剤を法射せ る場 合

第4図　 エーテル浸漬後 の抽 出残 渣

乳剤 を注射 せ る場 合

好酸 球 は第2表 の如 く, No. 4は15分 后 よ

り60分 后迄 著 明 な増 多を示 せ り.其 の最高

度 の増 多はNo. 4は15分 后に724の 増 多を,

 No. 5は30分 後 に496の 増 多を示 せ り.

第2表　 アルコール浸漬後の抽出残渣乳剤

を注射せる場合の好酸球絶体数

第二項　 エキス乳剤を注射せる場 合

エ キ ス乳 剤 を振盪 混和 后体 重100瓦 に対 し,

 0.1竓 の割 に静脈 内に注 射 せ り.(第3図 の如

し.)

赤血 球 数 は2例 とも減 少を示 し, No. 6は

2時 間 目は110万, No. 7は1時 間 目に約120

万 と著 明 な減 少を示 せ り.

血 色素 量 は赤血球 曲線 に竝行 し, 4時 間 目

にNo. 6は10%, No. 7は11%の 減 少を認

め た り.

白血球数は2例 とも 一時軽度の減少の后不

定の増加を示せ り.

好酸 球は第3表 の如 く著明な増加を示 さず.

第3表　 アル コール浸漬後の抽出エキス乳

剤を注射せ る場 合の好酸球絶体数

第三節　 エ ーテル浸漬後の鉤虫を

使用せ る場 合

鉤 虫 は エ ーテ ル5.0竓 に 対 し本 虫20雙 の

割 に1ヶ 月間 浸 漬貯蔵 せ るものを 使用せ り.

アル コールに浸漬せ る場 合と同一方法によ

り抽 出残 渣乳剤 とエキス乳剤を作 製せ り.

第一項　抽出残渣乳剤を注射せる場合

抽出残渣乳剤 を体重100瓦 に対 し, 0.1竓

の割に静脈内に注射せ り.(第4図 の如 し.)

赤 血球数はNo. 8は 常に注射前値を示し,
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No. 9は4時 間 目に約40万 の軽 度 の減 少 を

示 せ り.

血色素量 は2例 とも減 少 を認め ず.

白血球数 は一 時減 少 の后不 定 の増加 を示 せ

り.

好酸球 は第4表 の如 くNo. 8は15分 后 よ

り60分 后迄, No. 9は30分 后 よ り60分 后

迄著明 な増 多を示 せ り.其 の程度 は30分 后 に

No. 8は738の 増 多を, No. 9は1067の 増 多

を示 せ り.

第4表　 エーテル浸漬後の抽出残渣乳剤

を注射せ る場 合の好酸球絶体数

第二項　 エキス乳剤を注射せる場 合

エキス乳 剤 を振 盪 混和 後 体重100瓦 に対 し,

 0.1竓 の割 に静脈 内に注射 せ り.(第5図 の如

し)

赤血 球数 は2例 とも著 明 な減 少 を示 し, 4

時間 目にNo. 10は 約140万, No. 11は120万

の減 少を示 せ り.

血色素量 は略 々赤血球 曲線 に竝 行 し, 4時

間 目にNo. 10は13%, No. 11は11%の 減 少

を 示 せ り.

第5図　 エーテル浸漬後の抽出エ キス

乳剤 を注射せ る場 合

第6図　 好酸球増多症のある海〓血清を

正常湖 〓だ注射せる場合

白血 球 数 はNo. 11は 常 に正 常値 を示 し,

 No. 11は 一 時減 少 の后 不 定 の増 多を示 せ り.

好酸 球 は2例 とも第5表 の如 くに して,著

明 な効果 を認 めず.

第5表　 エーテル浸漬後の抽出エキス乳剤

を注射せる場 合の好酸球絶体数

第四節　乾燥鉤虫乳剤注射後の海〓血清

を他の正常海〓に注射せる場合

乾燥鉤虫乳 剤 注射30分 後第6表 の如 く著

明な好酸球増多症のあ る海〓 血清を他の正常

海〓 に体重100瓦 に0.1竓 の割 に静脈 内注射

せ り.(第6図 の如 し.)

赤血球数 は2例 とも常に正常値を示 し減 少

を認めず.

血色素量 は赤血球 曲線 と竝行 し正常値を示

し減 少を示 さず.

白血球は2例 とも軽度 の増多を示 せ り.

好酸球は第7表 の如 くNo. 12は60分 后 よ
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り4時 間 後 迄, No. 13は30分 后 よ り3時 間

后 迄増 多を示 せ り.そ の最高 度 の増 多はNo.

 12は2時 間 后に900の 増 多 を, No. 13は60

分 后 に1188の 増 多を示 せ り.

第6表　 乾 燥 鉤 虫 乳 剤 注 射 海 〓

第7表　 好酸球増多症のある海〓 血清を

正常海〓に注射せる場合の好酸

球絶体数

第五節　仔虫を注射せる場合

仔虫100雙 を生理的食塩 水1.0竓 に浮遊せ

しめ振盪浅和後体重100瓦 に対 し0.1竓 の割

に静 脈 内に注 射 せ り.(第7図 の如 し.)

第7図　 仔虫浮遊液を注射せる場 合

赤血球は2例 とも正 常値を示 し減 少を示 さ

ず.

血色素量は赤血球曲線に竝行し,正 常値を

示せ り.

白血球数は2例 とも一時減 少の后不定の増

加を示せ り.

好 酸球 は第8表 の如 くNa. 14は30分 后 よ

り60分 迄, No. 15は15分 后 よ り30分 迄増

多 を示 せ り.其 の程度 は30分 后 にNo. 14は

546の 増 多を, No. 15は1070の 増 多 を示 せ り.

第8表　 仔虫浮遊液を注射せる

場合の好酸球絶体数

第四章　總括及び考按

好酸球に関 する報告 は枚挙に遑なきも,吾

人が臨床上及び実験的に屡 々遭遇する好酸球

の本態 については未 だ不闡明 な り.就 中鉤虫

症 に於け る好酸球増多症の本態に関する説を

見ても虫体毒素に皈す るもの,虫 体の新陳代

謝物質 に皈す るもの或 はアナ フィラキシーに

よ り説明せん とす るもの等 あ りて論争全 く尽

きざる所に して向後 の研究に俟たざるべから

ざ るもの多 し.

そこで余は好酸球増多物質の本態竝びに先

に究明せし鉤虫自体内の貧血毒素との差同問

題に就きて本実験を行へり.
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乾燥鉤虫 々体乳剤を海〓の静脈 内に注射 す

るに早期に短時間内の好酸球増 多を 来し,そ

の后に赤.血球数及び血 色 素量 の減 少を認めた

り.本 虫 体々乳剤によ り好酸球増多症 の招 来

することは高村,石 原,山 田等の実験成績 に

一致せ り.又 余の成績に於け る早期に好酸球

増多を認めその后貧血 の招來を惹起す ると云

ふ事実は梁の人体感染 実験例又当教室 の若松

の若菜病の臨床的観察を見て も好酸球 の出現

は貧血の発生よ り早期に起 ると云ふに酷似 し

興味ある所な り.茲 に注 目すべ きは本症の催

好酸球増多物質 と催貧血性物質 との差同問題

な り.

そ こで好酸球増多物質 の本態 を追及す る為

にアル コール及びエーテルに浸漬后の各残渣

虫体乳剤及び抽出エキス乳剤を海〓静脈 内に

注射せ り.ア ル コール及び エーテル抽 出後 の

残渣虫体乳剤を注射せる場合は早期に著明な

好酸球増 多症を認め,赤血 球数及 び血色素量

の減少は殆 ど認め ざ りき.各 抽出エキス乳剤

注射の場 合は好酸球増多症 な く赤血球数及び

血色素量は著明な減少を示せ り.此 の事実 よ

り好酸球増多物質はアル コール及 びエーテル

に不溶の物質,恐 ら く蛋 白体が主役 を演ず る

ものにして,余 が先 に報告せ る虫体 自体 内の

貧血毒素 とは全 く相異せ るものな り.本 間は

多種類の腸内寄生虫体を新鮮 の儘或は年 余ア

ル コール,ホ ルマ リン中に保 存せ しものを白

鼠の皮下に移殖 し組織好酸球増多症 を起 し,

好酸球増 多物質は虫体の新陳代謝物質に非ず

して虫体 内異種蛋白質 が其の原因 として 認容

すべき ものとせ り.そ の後当教室の先輩友沢

は好酸球増多症 のある鉤虫症患者 に副交感神

経末梢興奮剤な るピロカル ピンを注射 し好酸

球に著 しき影響 なきを証明 し,本 好酸球増多

症は本間の云ふが如 き異種蛋白の分解に帰す

べきかと想像 し少 くとも本好酸球増 多症 が植

物神経系統 と関係を有せず と謂へ り.又 最近

高久は蛔虫の生理 的食塩 水乳剤並びにアル コ

ール抽出液を海〓 に注射 し,前 者注射時のみ

好酸球増多を認め好酸球増多促進物質は蛋白

体にして脂質は之に関与 しないことを報告せ

り.斯 くの如 く上記業績 よ りして も催好酸増

多物質は明らかに蛋白体にして催貧血性物質

とは 別個 の もの な りと信 ず.

更 に余は催貧血 性物質 との差同問題 を追究

すべ く仔虫浮遊液を海〓静脈に注射せ るに著

明な好酸球増 多症 を認め,赤 血球数及び血色

素量 は減 少せざ ろを知れ り.仔 虫感染 后好酸

球増 多症 を招来せ らるるは周知の事に して,

又仔虫には催貧血毒素の含有せられぬ事は細

根の業績を見て も明かに して余 の本成績 と一

致す る所な り.此 の事実 よりしても催好酸性

物質 と催貧血毒素 とが一に非ざ ることを物語

るものにして実験的 人体寄生例又若菜病に際

し,虫 卵排泄以前に好酸球増多症の起 るを認

めた りと云ふ も当然の事ならん.

更に余は好酸球増 多症 のある海〓 の血清を

他の正常海〓に注射せ るに著明 な好酸球増 多

症を来 し赤血球数及び血色素量 の減 少は認め

ざ りき.即 ち前述 の石原又那須,深 水の言 の

如 く該 血清中に好酸球増多促進物質 の存在す

るは事実 に して,鉤 虫々体乳剤注射に因 る好

酸球増 多症 は虫体の もつ異種蛋 白の直接 剌戟

があるにして も,其 の外に更 に血清中に産生

せ らるる好酸 球 増 多促 進 物 質に因るものな

り.

此所に於 て注 目すべき事項は虫体蛋白質が

果 して好酸球 にタキシスを有すか,或 はアナ

フィラキシー現象に より好酸球増多症を起す

かの問題な り.余 の本実験は1回 注射に して

反覆注射に非ざ るよ り好酸球増 多症 を起すは

虫体蛋白質が好酸球の出現を促進するを想像

せ しめ られ ア ナ フ ィ ラキ シーに て説明 す る こ

とは困難 な り.

又臨床上好酸球増 多症を起す寄 生虫に於 て

のみアナ フィラキシー現象起 るとなす ことは

一般 生物学 の許 さざる所な り.

之を要す るに鉤虫症 に於 け る好酸球増 多症

の本 虫のもつ好酸球に陽性 タキシスを有す る

蛋白体 の直接剌戟 の外,更 に血清 中に産生 さ

るる好酸球増多促進物質 に よるものな り.尚

該蛋 白体は鉤虫自体内貧血 毒素 とは全 く別個

の ものな り.
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1) 乾燥鉤 虫 々体乳剤を海〓 静脈内に注射

せ るに早期 に著明 な好酸球増 多症 を認め,そ

の后赤血球数及び血色素量の減 少を も認めた

り.

2) アル コール及 びエーテル浸漬后の抽出

残渣虫体乳剤注射に よりて著明な好酸球増多

症 を認 めたが,赤 血球数及び血色素量 の減 少

は殆 ど認めざ りき.

3) アル コール及びエーテル浸漬後 の抽出

エキス乳剤の注射では好酸球増 多症は起 らざ

りき.然 るに赤血球数及び血色素量は著明な

減少を示せ り.

4) 好酸球増多症 のあ る海〓 血清を正常海

〓静脈内に注射せ るに著明な好酸球増多症を

認め,然 るに貧血は認めず.

5) 仔虫浮遊液を注射せる に著明 な好酸球

増 多症を認め,赤 血球数及び血色素量の減少

は認めざ りき.

擱筆するに臨み,御 指導御校閲を賜りたる恩師北

山教授に謹しんで深厚の謝意を表す.
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